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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（１２０）において、無線アクセスネットワークノード（１１０）へアップ
リンク送信を行うべきか否かを決定するための方法であって、当該ユーザ機器（１２０）
及び無線アクセスネットワークノード（１１０）は、通信ネットワーク（１００）に含ま
れ、当該ユーザ機器（１２０）は、アクティブ時間内又はアクティブ時間外となるように
不連続受信（ＤＲＸ）と共に構成され、前記方法は、
　送信時間ｔにおいて前記ユーザ機器（１２０）がアクティブ時間内であるか否かに関わ
らず、前記送信時間ｔに対する予め定義されるより早い単一の時間インスタンスにおいて
前記ユーザ機器（１２０）がアクティブ時間内であったか否かに基づいて、前記アップリ
ンク送信を前記送信時間ｔにおいて行うべきか否かを決定すること（２０１）、を特徴と
する、
　方法。
【請求項２】
　前記アップリンク送信は、周期的なアップリンク制御シグナリング及び／又はサウンデ
ィングリファレンス信号の送信を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インスタンスにおいて前記ユーザ
機器（１２０）がアクティブ時間内であったか否かに基づいて、前記周期的なアップリン
ク制御シグナリングと共に他のアップリンク制御シグナリングを送信するために使用すべ
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きフォーマットを決定すること（２０２）、
　をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記他のアップリンク制御シグナリングは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）及
び／又は確認応答／否定応答（Ａ／Ｎ）フィードバックを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インスタンスにおいて前記ユーザ
機器（１２０）がアクティブ時間内であったか否かに基づいて、サウンディングリファレ
ンス信号の送信を可能とするためにアップリンクデータ送信を間引くべきか否かを決定す
ること（２０３）、
　をさらに含む、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記アップリンクデータ送信は、ＰＵＳＣＨ（Physical　Uplink　Shared　Channel）
上で行われるものである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ＰＵＳＣＨ上で行われるべき前記アップリンクデータ送信の最終シンボルが、当該最終
シンボルにおけるサウンディングリファレンス信号の送信を可能とするために間引かれる
、請求項５～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インスタンスにおいて前記ユーザ
機器（１２０）がアクティブ時間内であったか否かに基づく前記決定は、前記ユーザ機器
（１２０）から前記無線アクセスネットワークノード（１１０）への同時に起こる他のア
ップリンク送信が存在する時間インスタンスにおいて適用される、請求項１～７のいずれ
かに記載の方法。
【請求項９】
　前記送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インスタンスにおいて前記ユーザ
機器（１２０）がアクティブ時間内であったか否かに基づく前記決定は、前記ユーザ機器
（１２０）への無線アクセスネットワークノード（１１０）のシグナリング又は無線アク
セスネットワークノードのデータ送信に起因する前記アクティブ時間の変更があった時間
インスタンスにおいて適用される、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記周期的なアップリンク制御シグナリングは、チャネル品質標識（ＣＱＩ）、プリコ
ーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、ランク標識（ＲＩ）及びプリコーダタイプイン
ジケータ（ＰＴＩ）のうちの全て又は任意のサブセットを含む、チャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）を含む、請求項２～４のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　無線アクセスネットワークノード（１１０）へアップリンク送信を行うべきか否かを決
定するためのユーザ機器（１２０）であって、当該ユーザ機器（１２０）及び無線アクセ
スネットワークノード（１１０）は、通信ネットワーク（１００）に含まれことを意図さ
れ、当該ユーザ機器（１２０）は、アクティブ時間内又はアクティブ時間外となるように
不連続受信（ＤＲＸ）と共に構成され、
　送信時間ｔにおいて前記ユーザ機器（１２０）がアクティブ時間内であるか否かに関わ
らず、前記送信時間ｔに対する予め定義されるより早い単一の時間インスタンスにおいて
前記ユーザ機器（１２０）がアクティブ時間内であったか否かに基づいて、前記アップリ
ンク送信を前記送信時間ｔにおいて行うべきか否かを決定するように構成される第２レイ
ヤエンティティ（３１０）、を備えることを特徴とする、
　ユーザ機器（１２０）。
【請求項１２】
　前記アップリンク送信は、周期的なアップリンク制御シグナリング及び／又はサウンデ
ィングリファレンス信号の送信を含む、請求項１１に記載のユーザ機器（１２０）。
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【請求項１３】
　前記送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インスタンスにおいて前記ユーザ
機器（１２０）がアクティブ時間内であったか否かに基づいて、前記周期的なアップリン
ク制御シグナリングと共に他のアップリンク制御シグナリングを送信するために使用すべ
きフォーマットを決定するように構成される第１レイヤエンティティ（３２０）、
　をさらに備える、請求項１２に記載のユーザ機器（１２０）。
【請求項１４】
　前記他のアップリンク制御シグナリングは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）及
び／又は確認応答／否定応答（Ａ／Ｎ）フィードバックを含む、請求項１３に記載のユー
ザ機器（１２０）。
【請求項１５】
　前記第２レイヤエンティティ（３１０）は、前記送信時間ｔに対する予め定義されるよ
り早い時間インスタンスにおいて前記ユーザ機器（１２０）がアクティブ時間内であった
か否かに基づいて、サウンディングリファレンス信号の送信を可能とするためにアップリ
ンクデータ送信を間引くべきか否かを決定する、ようにさらに構成される、請求項１１～
１４のいずれかに記載のユーザ機器（１２０）。
【請求項１６】
　前記アップリンクデータ送信は、ＰＵＳＣＨ（Physical　Uplink　Shared　Channel）
上で行われることを意図される、請求項１５に記載のユーザ機器（１２０）。
【請求項１７】
　ＰＵＳＣＨ上で行われることを意図される前記アップリンクデータ送信の最終シンボル
が、当該最終シンボルにおけるサウンディングリファレンス信号の送信を可能とするため
に間引かれる、請求項１５～１６のいずれかに記載のユーザ機器（１２０）。
【請求項１８】
　前記第２レイヤエンティティ（３１０）は、前記送信時間ｔに対する予め定義されるよ
り早い時間インスタンスにおいて前記ユーザ機器（１２０）がアクティブ時間内であった
か否かに基づく前記決定を、前記ユーザ機器（１２０）から前記無線アクセスネットワー
クノード（１１０）への同時に起こる他のアップリンク送信が存在する時間インスタンス
において実行する、ようにさらに構成される、請求項１１～１７のいずれかに記載のユー
ザ機器（１２０）。
【請求項１９】
　前記第２レイヤエンティティ（３１０）は、前記送信時間ｔに対する予め定義されるよ
り早い時間インスタンスにおいて前記ユーザ機器（１２０）がアクティブ時間内であった
か否かに基づく前記決定を、前記ユーザ機器（１２０）への無線アクセスネットワークノ
ード（１１０）のシグナリング又は無線アクセスネットワークノードのデータ送信に起因
する前記アクティブ時間の変更があった時間インスタンスにおいて実行する、ようにさら
に構成される、請求項１１～１８のいずれかに記載のユーザ機器（１２０）。
【請求項２０】
　前記周期的なアップリンク制御シグナリングは、チャネル品質標識（ＣＱＩ）、プリコ
ーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、ランク標識（ＲＩ）及びプリコーダタイプイン
ジケータ（ＰＴＩ）のうちの全て又は任意のサブセットを含む、チャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）を含む、請求項１２～１４のいずれかに記載のユーザ機器（１２０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ここでの実施形態は、ユーザ機器及びその方法に関する。具体的には、無線アクセスネ
ットワークノードへのアップリンク送信を行うべきか否かを判定することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　［移動体通信システム］
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　典型的なセルラー無線システムにおいて、移動局及び／又はユーザ機器（ＵＥ）として
も知られる無線端末は、１つ以上のコアネットワークへ無線アクセスネットワーク（ＲＡ
Ｎ）を介して通信する。無線アクセスネットワークは、複数のセルエリアへ分割される地
理的エリアをカバーする。各セルエリアは、基地局、例えば、無線基地局（ＲＢＳ）によ
ってサービスを提供される。基地局は、いくつかのネットワークでは、例えばＵＭＴＳ（
Universal　Mobile　Telecommunications　System）では“ＮｏｄｅＢ”、ＬＴＥ（Long
　Term　Evolution）では“ｅＮｏｄｅＢ”とも呼ばれ得る。セルは、基地局サイトにお
ける無線基地局機器によって無線カバレッジが提供される地理的エリアである。基地局は
、無線周波数上で動作するエアインタフェースを通じて当該基地局のレンジ内のユーザ機
器と通信する。
【０００３】
　無線アクセスネットワークのいくつかのバージョンにおいて、複数の基地局が、典型的
に、例えば地上回線又はマイクロ波によって無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）又
は基地局コントローラ（ＢＳＣ）といった制御ノードに接続される。制御ノードは、当該
制御ノードへ接続される複数の基地局の多様なアクティビティを監督し及び協調させる。
無線ネットワークコントローラは、典型的には、１つ以上のコアネットワークに接続され
る。
【０００４】
　ＵＭＴＳ（Universal　Mobile　Telecommunications　System）は、第３世代移動体通
信システムであり、当該システムは、第２世代（２Ｇ）のＧＳＭ（Global　System　for
　Mobile　Communications）から進化した。ＵＴＲＡＮ（UMTS　terrestrial　radio　ac
cess　network）は、本質的に、ユーザ機器について広帯域符号分割多重アクセスを用い
る無線アクセスネットワークである。第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ
）として知られるフォーラムにおいて、通信サプライヤは、第３世代ネットワーク及び具
体的にはＵＴＲＡＮについて標準を提案し及び合意し、並びに、強化されたデータレート
及び無線キャパシティを探求している。ＥＰＳ（Evolved　Packet　System）についての
仕様は、３つ目の３ＧＰＰ内で完成されており、来たるべき３ＧＰＰリリースにおいて継
続されることになる。ＥＰＳは、ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）無線アクセスとして
も知られるＥ－ＵＴＲＡＮ（Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access　Networ
k）と、ＳＡＥ（System　Architecture　Evolution）コアネットワークとしても知られる
ＥＰＣ（Evolved　Packet　Core）とを含む。Ｅ－ＵＴＲＡＮ／ＬＴＥは、無線基地局ノ
ードがＲＮＣノードではなくＥＰＣコアネットワークに直接的に接続されるという、３Ｇ
ＰＰ無線アクセス技術の一変種である。一般に、Ｅ－ＵＴＲＡＮ／ＬＴＥにおいて、ＲＮ
Ｃノードの機能は、例えばＬＴＥにおけるｅＮｏｄｅＢといった無線基地局ノードと、コ
アネットワークとの間で分散される。そのため、ＥＰＳシステムのＲＡＮは、本質的には
、ＲＮＣノードにより制御されない複数の無線基地局ノードを含む、“フラットな”アー
キテクチャを有する。
【０００５】
　［不連続受信ＤＲＸ］
　ＬＴＥ（Long　Term　Evolution）は、ユーザ機器が当該ユーザ機器の無線回路のいく
つか又は全てをターンオフすることで電力を節約することを可能とするために不連続受信
（ＤＲＸ：Discontinuous　Reception）をサポートし、それによりユーザ機器のバッテリ
ー寿命を増加させる。ＤＲＸ機能は、無線アクセスネットワークにより構成され及び制御
される。ＤＲＸに関するユーザ機器の振る舞いは、ユーザ機器がスケジューリング許可及
び割当てのためにＰＤＣＣＨ（Physical　Downlink　Control　Channel）をいつモニタリ
ングすべきか、及びユーザ機器がアップリンク制御シグナリング及びアップリンクサウン
ディングリファレンス信号をいつ送信すべき又は送信すべきでないかを定義するルールの
集合に基づく。ＤＲＸ機能は、ＤＲＸサイクルと、ユーザ機器がアクティブ時間（active
　time）内か否かを決定する複数のタイマとにより特徴付けられる。それらタイマは、持
続期間タイマ（on-duration　timer）、非アクティビティタイマ（inactivity　timer）
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及び再送タイマ（retransmission　timer）を含む。ユーザ機器は、各ＤＲＸサイクルの
開始時に、持続期間ピリオド全体にわたってＰＤＣＣＨをモニタリングし、ＤＲＸタイマ
群に従って追加的に稼動状態を維持する（stay　awake）。ユーザ機器は、無線アクセス
ネットワークからの新たな送信を示す割当て又は許可を受信する都度、非アクティビティ
タイマを開始し又は再開し、当該タイマが満了するまでＰＤＣＣＨのモニタリングを継続
する。さらに、ＨＡＲＱ（Hybrid　Automatic　Repeat　Request）の動作を保証するため
に、ユーザ機器は、再送が想定可能となり次第、ＵＬにおけるあり得る再送のための許可
、及びＤＬにおけるあり得る再送を待ち受ける。スケジューリング要求の送信後、及びラ
ンダムアクセス手続の一部の間にも、ユーザ機器がアクティブ時間内となるピリオドはあ
る。
【０００６】
　ＬＴＥ　ＭＡＣ（Medium　Access　Control）３６．２１３リリース８によれば、ＤＲ
Ｘが構成される場合、ユーザ機器は、各サブフレームについて、以下を行うものとされる
：
　　－アクティブ時間の間、ＰＤＣＣＨサブフレームについて、半二重ＦＤＤのＵＥの動
作についてのアップリンク送信のために当該サブフレームが必要とされない場合、及び当
該サブフレームが構成されるメジャメントギャップの一部でない場合、－当該ＰＤＣＣＨ
をモニタリングする。半二重ＦＤＤとは、ユーザ機器が送信と受信との間でスイッチング
を行うようにサブフレームが使用される場合をいう。即ち、ＤＬ及びＵＬの双方のために
同じ回路が使用される。
【０００７】
　ＭＡＣプロトコルは、例えばスケジューリング情報及びＨＡＲＱをハンドリングするプ
ロトコルである。よって、ＤＲＸは、主に、ユーザ機器のダウンリンクのモニタリングを
規制する。しかしながら、さらなるバッテリーの節約のために、周期的なチャネル状態情
報（ＣＳＩ）レポーティング及び周期的なサウンディングリファレンス信号（ＳＲＳ）と
いった周期的なアップリンク制御シグナリングもまた、ＤＲＸによって制限される。サウ
ンディングリファレンス信号（ＳＲＳ）は、チャネル推定を改善することを可能とするた
めに送信される。
【０００８】
　ＬＴＥ　ＭＡＣによれば、ＤＲＸが構成される場合、ユーザ機器は、各サブフレームに
ついて、以下を行うものとされる：
　　－アクティブ時間外であれば、タイプ０トリガ型のＳＲＳ（type-0-triggered　SRS
）はレポートされないものとする。タイプ０トリガ型のＳＲＳ＝周期的なサウンディング
リファレンス信号。
　　－ＣＱＩマスク（cqi-Mask）ともいうチャネル品質標識（ＣＱＩ）マスキングは、こ
の場合はＲＲＣである上位レイヤによりセットアップされる。
　　－持続期間タイマが稼動中でなければ、ＰＵＣＣＨ（Physical　Uplink　Control　C
hannel）上のプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、ランクインジケータ（ＲＩ
）及び／又はプリコーダタイプ標識（ＰＴＩ）はレポートされないものとする。持続期間
タイマは、ＤＲＸサイクルの開始と共に、持続期間ピリオドを決定する。即ち、例えばon
DurationTimer＝４であれば、持続期間ピリオドは、ＤＲＸサイクルの開始から前方へ４
サブフレームとなる。
　　－それ以外の場合、アクティブ時間外であれば、ＰＵＣＣＨ上のＣＱＩ／ＰＭＩ／Ｒ
Ｉ／ＰＴＩはレポートされないものとする。
【０００９】
　［アクティブ時間］
　ユーザ機器についてのアクティブ時間は、複数のタイマと条件とによって定義される：
　ＭＡＣ　ＬＴＥによれば、ＤＲＸサイクルが構成される場合、アクティブ時間は次の最
中の時間を含む：
　　－ＬＴＥ　ＭＡＣ仕様における５．１．５節に記述されている通り、持続期間タイマ
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、ＤＲＸ非アクティビティタイマ、ＤＲＸ再送タイマ又はＭＡＣ競合解決タイマが稼動中
；
　　－ＬＴＥ　ＭＡＣ仕様における５．４．４節に記述されている通り、スケジューリン
グ要求がＰＵＣＣＨ上で送信され保留中；
　　－保留中のＨＡＲＱ再送についてアップリンク許可が生じる可能性があり、且つ対応
するＨＡＲＱバッファ内にデータあり；又は
　　－ＬＴＥ　ＭＡＣ仕様における５．１．４節に記述されている通り、ユーザ機器によ
り選択されていないプリアンブルについてのランダムアクセス応答の成功裏の受信後に当
該ユーザ機器のＣ－ＲＮＴＩ（Cell　Radio　Network　Temporary　ID）宛ての新たな送
信を示すＰＤＣＣＨが受信されていない。当該プリアンブルは、ランダムアクセスプリア
ンブルとして言及され得る。
【００１０】
　タイマの開始及び停止は、上で引用したＬＴＥ　ＭＡＣ仕様において特定されている：
　ＭＡＣ　ＬＴＥプロトコルによれば、ＤＲＸが構成される場合、ユーザ機器は、各サブ
フレームについて、以下を行うものとされる：
　　－当該サブフレーム内でＨＡＲＱ　ＲＴＴタイマが満了し且つ対応するＨＡＲＱプロ
セスのソフトバッファ内のデータが成功裏に復号されなかったならば、対応するＨＡＲＱ
プロセスについてＤＲＸ再送タイマを開始。
　　－ＤＲＸ　Ｃｏｍｍａｎｄ　ＭＡＣ制御エレメントが受信されると、持続期間タイマ
を停止し、及びＤＲＸ非アクティビティタイマを停止。
　　－ＤＲＸ非アクティビティタイマが満了し又は当該サブフレーム内でＤＲＸ　Ｃｏｍ
ｍａｎｄ　ＭＡＣ制御エレメントが受信されると、
　　　－ショートＤＲＸサイクルが構成される場合、ＤＲＸショートサイクルタイマを開
始し又は再開し、ショートＤＲＸサイクルを使用。
　　　－そうでない場合、ロングＤＲＸサイクルを使用。
　　－当該サブフレーム内でＤＲＸショートサイクルタイマが満了すると、ロングＤＲＸ
サイクルを使用。
　　－ショートＤＲＸサイクルが使用され、且つ次式が成り立つ場合、
　　　　［（SFN＊10）＋サブフレーム番号］modulo（shortDRX-Cycle）
　　　　　＝（drxStartOffset）modulo（shortDRX-Cycle)、又は
　　－ロングＤＲＸサイクルが使用され、且つ次式が成り立つ場合、
　　　　［（SFN＊10）＋サブフレーム番号］modulo（longDRX-Cycle）＝drxStartOffset
　　　持続期間タイマを開始。
　　－ＰＤＣＣＨサブフレームについてアクティブ期間の間、当該サブフレームが半二重
ＦＤＤ　ＵＥ動作のためのアップリンク送信について必要とされず且つ当該サブフレーム
が構成されるメジャメントギャップの一部でなければ、ＰＤＣＣＨをモニタリングして、
ダウンリンク送信をＰＤＣＣＨが指示せず又はダウンリンク割当てが当該サブフレームの
ために構成されていなければ、
　　　－対応するＨＡＲＱプロセスのためのＨＡＲＱラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）タ
イマを開始し、当該対応するＨＡＲＱプロセスのためのＤＲＸ再送タイマを停止。
　　－ＰＤＣＣＨが新たな送信、ダウンリンク又はアップリンク、を指示していれば、Ｄ
ＲＸ非アクティビティタイマを開始し又は再開。
　　－アクティブ時間外であれば、タイプ０トリガ型のＳＲＳはレポートされないものと
する。
【００１１】
　これは、ＰＤＣＣＨ許可若しくは割当ての受信、又はダウンリンク（ＤＬ）共有チャネ
ル（ＳＣＨ）送信といったイベントにより上述したタイマが停止され又は開始されること
を意味する。ユーザ機器を直接的にアクティブ時間外にし得るＤＲＸ　Ｃｏｍｍａｎｄ　
ＭＡＣ制御エレメントもある。これらイベントのいくつかは、ユーザ機器にとって事前に
は知らされず、よって、ユーザ機器は、ｔ＝ｎにおいてアクティブ時間内であって、例え
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ばネットワークからの送信に起因してｔ＝ｎ＋１においてアクティブ時間内ではもはやな
くなることを知らないかもしれない。
【００１２】
　ユーザ機器がＰＤＣＣＨをモニタリングしているか否かに関わらず、ユーザ機器は、Ｈ
ＡＲＱフィードバックを送受信し、及びタイプ１トリガ型のＳＲＳをそれが想定される時
に送信する。
【００１３】
　［周期的ＳＲＳ及びＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎのレイヤ１の詳細］
　リリース８のＬＴＥアップリンクのシングルキャリアの性質に起因して、例えば次のよ
うに２つのアップリンク送信が同時発生しそうなタイミングとなる場合には特殊なルール
が適用される、
　　１）ＨＡＲＱのダウンリンク送信についてのＡ／Ｎ、確認応答（“ａｃｋ”あるいは
“Ａ”）／否定応答（“ｎａｃｋ”あるいは“Ｎ”）、が周期的なＣＳＩレポートと同時
、又は
　　２）ＰＵＳＣＨの送信がＳＲＳの送信と同時。
【００１４】
　上述した点をより詳細に考慮すると：
　ダウンリンク送信についてのＰＵＣＣＨ上のＨＡＲＱ　Ａ／Ｎは、ＰＵＣＣＨフォーマ
ット１ａ／１ｂを用いてレイヤ１上で送信される。１ａ／１ｂは、それぞれ１ビット及び
２ビットのＡ／Ｎ情報を送信するためのフォーマットである。周期的なＣＳＩと時間にお
いて衝突する場合、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎと周期的なＣＳＩレポートとは、多重化され、ＰＵ
ＣＣＨフォーマット２ａ／２ｂを用いて送信される。２ａ／２ｂは、周期的なＣＳＩレポ
ートとオプションとして多重化されるＡ／Ｎ情報とを送信するためのフォーマットである
。
【００１５】
　ＰＵＳＣＨ送信は、通常、サブフレームの全てのシンボルを使用する。サブフレームの
最終シンボルを使用する周期的なＳＲＳ送信と時間において衝突する場合、ＰＵＳＣＨ送
信は、最終シンボルを除く全てのシンボルがＰＵＳＣＨのために使用されるように間引か
れ、最終シンボル内で、ＰＵＳＣＨの代わりにＳＲＳが送信される。ＰＵＳＣＨの間引き
は、ユーザ機器がそれ自体ＳＲＳを送信しているかに関わらず、ＰＵＳＣＨがセルのＳＲ
Ｓ帯域幅と周波数において衝突する都度発生し、及び、ＰＵＳＣＨ送信の周波数位置に関
わらず、ユーザ機器がそれ自体ＳＲＳを送信する都度発生する。
【００１６】
　しかしながら、サブフレームｎにおいて送信のアクティブ時間が終了し、又はサブフレ
ームｎにおいてアクティブ時間が開始される場合、ユーザ機器において未知であるサブフ
レームｎにおけるＤＲＸステータスに基づいて何を送信すべきかをユーザ機器が決定する
という既存のルールは、当該ユーザ機器にとって処理時間の猶予を与えず、上述した解決
策の実装を困難とする。
　ＵＳ２０１１／０３８２７７Ａ１は、チャネル品質インジケータの送信リソースを決定
するための方法及び機器を説明している。それらは、不連続受信ＤＲＸ動作が採用される
場合に、時間分割複信ＴＤＤシステム及び半二重周波数分割複信ＨＤ－ＦＤＤシステムに
おいて適用される。当該方法は、ＤＲＸサイクルにおけるＰＤＣＣＨ（Physical　Downli
nk　Control　Channel）をモニタリングする開始点が特定される場所であるダウンリンク
サブフレームのロケーションを判定するステップと、チャネル品質インジケータＣＱＩを
送信するために使用される送信リソースが当該判定されたロケーションの前のアップリン
クサブフレーム又は当該判定されたロケーションの後の１つ以上のアップリンクサブフレ
ームであるかを判定するステップと、を含む。ダウンリンクスケジュールを実行する際の
ＣＱＩ情報の利用可能性が保証され、ＣＱＩを送信するために使用される送信リソースが
節約される。
　ＵＳ２０１１／１３４７７４Ａ１は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の振る舞いを、
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構成、構成パラメータ及びアクセスの論点に応じて解決するための方法及び装置を説明し
ており、ＷＴＲＵが複数サービングセル又はキャリアアグリゲーションと共に構成され得
る場合のアクティブ化／非アクティブ化プロセスに関する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　従って、ここでの実施形態の目的は、ＤＲＸと共に構成されるユーザ機器におけるアッ
プリンク送信をハンドリングする改善された手法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　ここでの実施形態の第１の観点によれば、上記目的は、ユーザ機器において無線アクセ
スネットワークノードへアップリンク送信を行うべきか否かを決定するための方法により
達成される。当該ユーザ機器及び無線アクセスネットワークノードは、通信ネットワーク
に含まれる。当該ユーザ機器は、アクティブ時間内又はアクティブ時間外となるように不
連続受信（ＤＲＸ）と共に構成される。当該ユーザ機器は、送信時間ｔに対する予め定義
されるより早い時間インスタンスにおいてユーザ機器がアクティブ時間内であったか否か
に基づいて、アップリンク送信を送信時間ｔにおいて行うべきか否かを決定する。
【００１９】
　ここでの実施形態の第２の観点によれば、上記目的は、無線アクセスネットワークノー
ドへアップリンク送信を行うべきか否かを決定するためのユーザ機器により達成される。
当該ユーザ機器及び無線アクセスネットワークノードは、通信ネットワークに含まれこと
を意図される。当該ユーザ機器は、アクティブ時間内又はアクティブ時間外となるように
不連続受信（ＤＲＸ）と共に構成される。当該ユーザ機器は、送信時間ｔに対する予め定
義されるより早い時間インスタンスにおいてユーザ機器がアクティブ時間内であったか否
かに基づいて、アップリンク送信を送信時間ｔにおいて行うべきか否かを決定するように
構成される第２レイヤエンティティ、を備える。
【発明の効果】
【００２０】
　送信時間ｔにおいてアップリンク送信を行うべきか否かの決定が、送信時間ｔに対する
予め定義されるより早い時間インスタンスにおいてユーザ機器がアクティブ時間内であっ
たか否かに基づくため、ユーザ機器は時間ｔまでに十分な時間を獲得し、必要とされる処
理時間の猶予がユーザ機器に与えられる。
【００２１】
　これは、ＤＲＸと共に構成されるユーザ機器におけるアップリンク送信をハンドリング
する改善された手法をもたらす。
【００２２】
　これら実施形態と共に、ユーザ機器は、ある良好に定義された時間においてアップリン
ク送信を行うように要請され、それら送信時間は無線アクセスネットワークノードにとっ
ても既知であり、それは予期可能な手法でユーザ機器から無線アクセスネットワークノー
ドへシグナリング情報を伝達することが可能であることを意味する。それにより、ユーザ
機器からのシグナリング情報が必要とされる際にユーザ機器がアップリンク送信を実行し
ない余地を残すような何らかの随意的な振る舞いが回避される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　上述した及び他の本発明の目的、特徴及び利点は、添付図面に描かれるような好適な実
施形態の以下のより具体的な説明から明らかとなるであろう。図面において、多様な図を
通じて参照符号は同じ部分に言及する。ここでの実施形態の例は、添付された次の図面を
参照しながらより詳細に説明される。
【００２４】
【図１】通信ネットワークを例示する概略ブロック図である。
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【図２】ユーザ機器における方法の実施形態を描くフローチャートである。
【図３】ユーザ機器の実施形態を例示する概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　実施形態は、以下の非限定的な説明において例示されるであろう。
【００２６】
　ここでの実施形態の評価の一部として、まずは問題が識別され議論される。ユーザ機器
は、新たな送信若しくは新たな送信についての許可又はアクティブ時間を停止するコマン
ドといった受信される情報について動作可能となる前に、当該ユーザ機器にサービスして
いる無線アクセスネットワークノードから受信するコマンド、シグナリング又はビットを
処理するための時間を常に必要とする。それ故、サブフレームｎにおいて送信のアクティ
ブ時間が終了し、又はサブフレームｎにおいてアクティブ時間が開始されるとしても、ユ
ーザ機器は、ｘを何らかの正の値としてサブフレームｎ＋ｘまで、自身が実際にアクティ
ブ時間内であることを知らないであろう。受信される情報についての処理遅延に加えて、
ユーザ機器は、自身のアップリンク送信、即ち無線アクセスネットワークノードへの送信
を準備するための処理時間をも必要とする。よって、サブフレームｎにおいてアップリン
ク送信を行うことが予定されている場合、ユーザ機器は、ｙを何らかの正の値としてサブ
フレームｎ－ｙまでに前もって、当該ユーザ機器が何を送信することを想定されているか
を知っておかなければならないであろう。ユーザ機器において未知であるサブフレームｎ
におけるＤＲＸステータスに基づいて何を送信すべきかをユーザ機器が決定するという既
存のルールは、当該ユーザ機器にとっての送信の準備をするための処理時間の猶予を与え
ない。
【００２７】
　ユーザ機器において未知の無線アクセスネットワークノードからのイベントに起因して
、アクティブ時間の変更を生じさせた当該イベントがユーザ機器に知られるまで、アクテ
ィブ時間が終了し若しくは開始し又は延長した後にユーザ機器が送信することを期待され
るものに関して、いくらかの自由度（degree　of　freedom）が必要とされる。ＬＴＥ　
ＭＡＣプロトコルでは、ＰＵＣＣＨのＣＳＩレポーティングについての例外があり、そう
した例外について以下に述べる：
【００２８】
　ユーザ機器は、新たなアップリンク又はダウンリンク送信を示すＰＤＣＣＨのアクティ
ブ時間の最終サブフレーム内での受信に続く最大４つのサブフレームにわたって、ＰＵＣ
ＣＨ上のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩレポート及び／又はタイプ０トリガ型のＳＲＳ送
信を行わないことを、オプションとして選択し得る。ＰＵＣＣＨ上のＣＱＩ／ＰＭＩ／Ｒ
Ｉ／ＰＴＩレポート及び／又はタイプ０トリガ型のＳＲＳ送信を行わないという選択は、
持続期間タイマが稼動中の場合には適用不可である。
【００２９】
　無線アクセスネットワークノードは、標準に従ってユーザ機器からの送信を期待する。
例えば、ＣＳＩ又はＳＲＳが予定されている（due）場合に、ユーザ機器がサブフレーム
ｎにおいてアクティブ時間内であれば、新たなダウンリンク割当て又はアップリンク許可
の受信からアクティブ時間が直近で延長されたことに起因してユーザ機器がアクティブ時
間内であるとしても、ＰＵＣＣＨ上で周期的なＣＳＩを送信することが期待され、サウン
ディングリファレンス信号（ＳＲＳ）を送信することが期待される。また、ＣＳＩ又はＳ
ＲＳが予定されている場合に、ユーザ機器がサブフレームｎにおいてアクティブ時間外で
あれば、ユーザ機器がちょうど直近で非アクティブ時間に入ったとしても、ＰＵＣＣＨ上
で周期的なＣＳＩを送信しないことが期待され、ＳＲＳを送信しないことが期待される。
加えて、ユーザ機器がダウンリンク送信又はＰＵＳＣＨ送信についてのＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ
を送信することが期待される場合、ＰＵＳＣＨを伴うＨＡＲＱ　Ａ／Ｎのためのフォーマ
ットの選択は、ユーザ機器がアクティブ時間内であるか否かに依存する。ＰＵＳＣＨを伴
うＨＡＲＱ　Ａ／Ｎは、アクティブ時間に依存しては変化しないであろう。ＰＵＣＣＨを
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別にすれば、アクティブ時間に依存して、ＣＳＩが送信されるか否かで、ＨＡＲＱ　Ａ／
Ｎを伴う場合のフォーマットは異なる。フォーマット２ａ／２ｂはＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ及び
ＣＳＩの双方が送信される場合に使用され、フォーマット１ａ／１ｂはＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ
のみが送信される場合に使用され得る。
【００３０】
　よって、ｅＮＢにおける復号は、アップリンク送信があるフォーマットを有することに
依拠する。問題は、想定されるフォーマットが正確でない場合にデコードが失敗すること
である
【００３１】
　ここでの実施形態は、通信に関し、具体的にはユーザ機器からの無線又はエアインタフ
ェース上でのアップリンク（ＵＬ）送信に関する。
【００３２】
　ここで開示される実施形態の技術のある観点によれば、実際のアップリンク送信時にア
クティブ時間内かアクティブ時間外かというＤＲＸステータスに従って動作する代わりに
、アップリンク送信について、ユーザ機器は、より早い、送信時間に対する固定的な既知
のオフセットで予め定義される時間インスタンスのＤＲＸステータスに基づいて、フォー
マットを決定し、並びにＳＲＳ、ＰＵＣＣＨ　ＣＳＩ及びＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎといったア
ップリンク送信を行うか行わないかを決定し得る。この時間リファレンスのシフトは、ア
ップリンク送信を準備している時のユーザ機器について、実際の送信が行われる将来の状
態への依存を除去する。
【００３３】
　必ずしも限定ではなくあり得る例示的な特徴として、時間リファレンスのシフトは、生
じるはずのアップリンク送信が同じユーザ機器からの他のアップリンク送信と時間におい
て衝突する場合にのみ、及び／又はネットワークからの、即ち無線アクセスネットワーク
ノードからのシグナリングに起因してＤＲＸステータスに変更があった場合にのみ、適用
されてもよい。上の２つの例示的な特徴は、一方は他方を必要としないことから別個に適
用されてもよく、又は双方が同時に適用されてもよい。
【００３４】
　図１は、ここでの実施形態が実装され得る通信ネットワーク１００を示している。通信
ネットワーク１００は、ＬＴＥネットワーク若しくは任意の３ＧＰＰセルラーネットワー
ク、ＷｉＭａｘ、Ｗｉ－Ｆｉ又は任意のセルラー若しくはワイヤレスネットワーク若しく
はシステムといった無線通信ネットワークである。
【００３５】
　通信ネットワーク１００は、無線アクセスネットワークノード１１０といった１つ以上
の無線ネットワークノードを含む。無線アクセスネットワークノード１１０は、セル１１
５にサービスを提供する。無線アクセスネットワークノード１１０は、アクセスポイント
であり、無線基地局であってもよい。当該無線基地局により提供される論理的な機能は、
例えば、ｅＮＢ、ｅＮｏｄｅＢ、若しくはホームＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄｅＢ、又は
無線ネットワーク内のユーザ機器若しくはマシンタイプ通信デバイスへサービスを提供可
能な他の任意のネットワークノード、の機能であってよい。
【００３６】
　通信ネットワーク１００は、ユーザ機器１２０をさらに含む。ユーザ機器１２０は、ユ
ーザ機器１２０がセル１１５内に位置する場合に、無線アクセスネットワークノード１１
０によりサービスされる。ユーザ機器１２０ユーザ機器は、無線リンク１３０上で無線ア
クセスネットワークノードと通信するように適合される、（図３に示した）通信インタフ
ェース１２５を備える。
【００３７】
　ここで使用される通り、ユーザ機器１２０は、端末又は無線端末としても言及され、携
帯電話、セルラー電話、ラップトップ、又は例えば移動終端などの無線ケイパビリティを
伴うサーフプレート（surf　plate）であってよく、よって、例えば、無線アクセスネッ
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トワークを介して音声及び／又はデータを通信する、ポータブルな、ポケット型の、手持
ち型の、コンピュータ内蔵型の、又は車載型の移動デバイスであってよい。さらに、ユー
ザ機器１２０は、無線アクセスネットワークを介して音声及び／又はデータを通信する固
定的な端末であってもよい。
【００３８】
　そうした方法及び装置の例としての実施形態において、ユーザ機器１２０は、無線若し
くはエアインタフェース１３０上での無線アクセスネットワークノード１１０へのアップ
リンク制御シグナリング及び／又はサウンディングリファレンス信号について決定と送信
とを行う。
【００３９】
　ユーザ機器１２０は、アクティブ時間内又はアクティブ時間外となるようにＤＲＸと共
に構成される。例えば、持続期間タイマが稼動中であれば、ユーザ機器はアクティブ時間
内である。持続期間タイマが稼動中でなければ、ユーザ機器は、他のタイマ及び他の条件
に依存して、アクティブ時間内又はアクティブ時間外であり得る。
【００４０】
　ＵＥ１２０は、選択的に又は断続的にアクティブ時間に入って無線アクセスノード１１
０と通信し、さもなければスリープモード又は非アクティブ時間に留まる。
【００４１】
　例示的な実施形態及び態様において、無線アクセスネットワークのシグナリングは、Ｄ
ＲＸタイマの開始又は終了の影響を受け、アクティブ時間を開始し又は終了させ、あるい
は無線アクセスネットワークのシグナリングは、アクティブ時間を終了させるＤＲＸコマ
ンドＭＡＣ制御エレメントであり得る。
【００４２】
　図２に示したフローチャートを参照しながら、無線アクセスネットワークノード１１０
へのアップリンク送信を行うべきか否かを決定するためのユーザ機器１２０における方法
の実施形態が、以下に説明される。上で言及したように、ユーザ機器１２０及び無線アク
セスネットワークノード１１０は、通信ネットワーク１００に含まれる。ユーザ機器１２
０は、アクティブ時間内又はアクティブ時間外となるようにＤＲＸと共に構成される。本
方法は、任意の適した順序でとられてよい次のようなアクションを含む。図４におけるい
くつかのボックスの破線は、当該アクションが必須ではないことを示す。
【００４３】
　［アクション２０１］
　ユーザ機器１２０は、送信時間ｔにおいてアップリンク送信を行うべきか否か、を決定
する。当該決定は、ここでの実施形態によれば、送信時間ｔに対する予め定義されるより
早い時間インスタンスにおいてユーザ機器１２０がアクティブ時間内であったか否かに基
づく。ｔは、その送信が実行されるものとされている時点を表現する。いくつかの実施形
態によれば、これは、より早い、送信時間に対する固定的で既知のオフセットで予め定義
される時間インスタンスのＤＲＸステータスに、当該決定が基づくことを意味する。即ち
、送信時間ｔよりも早く、例えば送信時間ｔよりも０．１～１０ｍｓ、典型的には１～４
ｍｓ早く、である。時間ｔよりも早いＤＲＸステータスに基づくこの決定は、ユーザ機器
１２０がアップリンク送信を準備する際に、将来の状態、即ち時間ｔにおける実際の送信
時の状態への依存を除去する。その代わりに、決定はその時点の状態（current　state）
に依拠する。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、アップリンク送信は、周期的なアップリンク制御シグナ
リング及び／又はサウンディングリファレンス信号の送信を含む。周期的なアップリンク
制御シグナリングは、周期的なＣＳＩであってよく、サウンディングリファレンス信号は
、ユーザ機器のチャネルを測定するために使用される予め定義される信号であってよい。
【００４５】
　周期的なアップリンク制御シグナリングは、ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ及びＰＴＩのうちの
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全て又は任意のサブセット、を含むＣＳＩを含み得る。
【００４６】
　［アクション２０２］
　送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インスタンスにおいてユーザ機器１２
０がアクティブ時間内であったか否かに基づいて、ユーザ機器１２０は、周期的なアップ
リンク制御シグナリングと共に他のアップリンク制御シグナリングを送信するために使用
すべきフォーマットを決定し得る。これは、未知の又は誤ったフォーマットによって基地
局１１０において復号に問題が生じるという問題を克服する。そのフォーマットは、例え
ば、フォーマット１ａ、フォーマット１ｂ、フォーマット２ａ、フォーマット２ｂなどで
あってよい。いくつかの実施形態において、他のアップリンク制御シグナリングは、ＨＡ
ＲＱ及び／又はＡ／Ｎフィードバックを含む。
【００４７】
　［アクション２０３］
　いくつかの実施形態において、送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インス
タンスにおいてユーザ機器１２０がアクティブ時間内であったか否かに基づいて、ユーザ
機器１２０は、サウンディングリファレンス信号の送信を可能とするためにアップリンク
データ送信を間引くべきか否かを決定する。
【００４８】
　当該アップリンクデータ送信は、ＰＵＳＣＨ上で送信され得る。
【００４９】
　これら実施形態のいくつかにおいて、ＰＵＳＣＨ上で送信されるべきアップリンクデー
タ送信の最終シンボルが、当該最終シンボルにおいてサウンディングリファレンス信号の
送信を可能とするために間引かれる。
【００５０】
　いくつかの実施形態において、送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インス
タンスにおいてユーザ機器１２０がアクティブ時間内であったか否かに基づく上のアクシ
ョンステップ２０１、２０２又は２０３の任意のステップは、ユーザ機器１２０から無線
アクセスネットワークノード１１０への他のアップリンク送信が同時に起こる時間インス
タンスに適用される。いくつかの実施形態において、上記アクション２０１、２０２、２
０３は、それら時間インスタンスにおいてのみ実行される。
【００５１】
　いくつかの実施形態において、送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インス
タンスにおいてユーザ機器１２０がアクティブ時間内であったか否かに基づくアクション
ステップ２０１、２０２、２０３の任意のステップは、ユーザ機器１２０への無線アクセ
スネットワークノードのシグナリング又は無線アクセスネットワークノードのデータ送信
に起因する、例えばアクティブ時間の延長又はアクティブ時間の終了といった、アクティ
ブ時間の変更があった時間インスタンスに適用される。いくつかの実施形態において、上
記アクション２０１、２０２、２０３は、それら時間インスタンスにおいてのみ実行され
る。
【００５２】
　上の２つの例示的な特徴は、一方は他方を必要としないことから別個に適用されてもよ
く、又は双方が同時に適用されてもよい。
【００５３】
　上記アクション２０１、２０２、２０３が上述した時間インスタンスにおいてのみ実行
されるという実施形態において、上で言及した時間インスタンスとは異なる時間インスタ
ンスにおけるアップリンク制御シグナリング及び／又はサウンディングリファレンス信号
についての決定及び送信は、送信時間ｔにおいてユーザ機器１２０がアクティブ時間内で
あるか否かに基づいてもよい。
【００５４】
　上で言及したように、実際のアップリンク送信時にアクティブ時間内かアクティブ時間
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外かというＤＲＸステータスに従って動作する代わりにここで開示される実施形態に従う
アップリンク送信のために、ユーザ機器は、より早い、送信時間に対する固定的な既知の
オフセットで予め定義される時間インスタンスのＤＲＸステータスに基づいて、フォーマ
ットを決定し、及びＳＲＳ、ＰＵＣＣＨ　ＣＳＩ及びＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎといったアップ
リンク送信を行うか行わないかを決定し得る。この時間リファレンスのシフトは、アップ
リンク送信を準備している時のユーザ機器について、将来の状態への依存を除去する。こ
のようにして、アップリンク送信をハンドリングする実践的に実現可能な手法が提供され
、それは無線ネットワークにおけるスペクトラムを使用するより効率的な手法を示唆する
。このようにして、ＤＲＸと共に構成されるユーザ機器におけるアップリンク送信のハン
ドリングは改善される。
【００５５】
　図２に関連して上で説明したような、無線アクセスネットワークノード１１０へのアッ
プリンク送信を行うべきか否かを決定するための方法アクションを実行するために、ユー
ザ機器１２０は、図３に描かれた以下の構成を備える。図３は、二重の点を伴う破線によ
って、アクション２０１、２０２及び／又は２０３といったアクションを実行するための
手段を描いている。上で言及したように、ユーザ機器１２０及び無線アクセスネットワー
クノード１１０は、通信ネットワーク１００に含まれことを意図される。ユーザ機器１２
０は、アクティブ時間内又はアクティブ時間外となるようにＤＲＸと共に構成される。
【００５６】
　ユーザ機器１２０は、送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インスタンスに
おいてユーザ機器１２０がアクティブ時間内であったか否かに基づいて、アップリンク送
信を送信時間ｔにおいて行うべきか否かを決定するように構成される第２レイヤエンティ
ティ３１０を、備える。アップリンク送信は、周期的なアップリンク制御シグナリング及
び／又はサウンディングリファレンス信号の送信を含む。第２レイヤエンティティは、Ｍ
ＡＣレイヤエンティティであってよい。
【００５７】
　周期的なアップリンク制御シグナリングは、ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ及びＰＴＩのうちの
全て又は任意のサブセット、を含むＣＳＩを含み得る。
【００５８】
　いくつかの実施形態において、第２レイヤエンティティ３１０は、送信時間ｔに対する
予め定義されるより早い時間インスタンスにおいてユーザ機器１２０がアクティブ時間内
であったか否かに基づいて、サウンディングリファレンス信号の送信を可能とするために
アップリンクデータ送信を間引くべきか否かを決定する、ようにさらに構成される。アッ
プリンクデータ送信は、ＰＵＳＣＨ上で行われることを意図され得る。これら実施形態の
いくつかにおいて、ＰＵＳＣＨ上で送信されることを意図されるアップリンクデータ送信
の最終シンボルが、当該最終シンボルにおけるサウンディングリファレンス信号の送信を
可能とするために間引かれ得る。
【００５９】
　ユーザ機器１２０は、送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インスタンスに
おいてユーザ機器１２０がアクティブ時間内であったか否かに基づいて、周期的なアップ
リンク制御シグナリングと共に他のアップリンク制御シグナリングを送信するために使用
すべきフォーマットを決定するように構成される第１レイヤエンティティ３２０、をさら
に備えてもよい。いくつかの実施形態において、上記他のアップリンク制御シグナリング
は、ＨＡＲＱ、及び／又はＡ／Ｎフィードバックを含む。第１レイヤエンティティ３２０
は、物理レイヤエンティティであってよい。
【００６０】
　第２レイヤエンティティ３１０及び／又は第１レイヤエンティティ３２０は、送信時間
ｔに対する予め定義されるより早い時間インスタンスにおいてユーザ機器１２０がアクテ
ィブ時間内であったか否かに基づく上記決定を、ユーザ機器１２０から無線アクセスネッ
トワークノード１１０への同時に起こる他のアップリンク送信が存在する時間インスタン
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スにおいて実行する、ようにさらに構成されてもよい。
【００６１】
　第２レイヤエンティティ３１０及び／又は第１レイヤエンティティ３２０は、送信時間
ｔに対する予め定義されるより早い時間インスタンスにおいてユーザ機器１２０がアクテ
ィブ時間内であったか否かに基づく上記決定を、ユーザ機器１２０への無線アクセスネッ
トワークノード１１０のシグナリング又は無線アクセスネットワークノードのデータ送信
に起因するアクティブ時間の変更があった時間インスタンスにおいて実行する、ようにさ
らに構成されてもよい。
【００６２】
　上の２つの例示的な特徴は、一方は他方を必要としないことから別個に適用されてもよ
く、又は双方が同時に適用されてもよい。
【００６３】
　図３の例としての実施形態において、二重の点を伴う破線は、ＭＡＣレイヤエンティテ
ィなどの第２レイヤエンティティ３１０及び物理レイヤエンティティなどの第１レイヤエ
ンティティ３２０が、電子回路、具体的には二重の点を伴う破線によって囲まれたプラッ
トフォームを含み、それによって実現され、及び／又はそれに包含されてもよい、という
事実を描いてもいる。“プラットフォーム”という用語は、そこで囲まれている機能ユニ
ット又はエンティティが電子回路を含むマシンによっていかに実装され又は実現され得る
かを説明する手法である。１つの例としてのプラットフォームは、コンピュータ実装であ
り、囲まれているエレメントの１つ以上がプロセッサ３４０といった１つ以上のプロセッ
サによって実現され、それらは、コード化された命令を実行し、及びここで説明された多
様な動作を実行するために非一時的な信号を使用する。そうしたコンピュータ実装におい
て、ユーザ機器１２０は、プロセッサに加えて、メモリ３５０といったメモリ部を備えて
もよく、メモリ部は、ランダムアクセスメモリ、リードオンリメモリ、アプリケーション
メモリ、及び例えばキャッシュメモリといった他の任意のメモリを含み得る。メモリ部、
例えばアプリケーションメモリは、例えば、ここで説明された動作を行うためにプロセッ
サにより実行され得るコード化された命令を記憶し得る。当該プラットフォームは、キー
パッドなどの他の入出力ユニット若しくは機能、例えばマイクロフォンなどの音声入力デ
バイス、例えばカメラなどの視覚入力デバイス、視覚出力デバイス、及び例えばスピーカ
などの音声出力デバイスをも備えてもよい。他のタイプの入出力デバイスもまた、ユーザ
機器１２０に接続され又は含まれ得る。ユーザ機器１２０に適した他の例としてのプラッ
トフォームは、例えばＡＳＩＣ（application　specific　integrated　circuit）などの
ハードウェア回路のそれであり、その中で、ここで説明された多様な動作を行うために回
路素子群が構造化され運用される。
【００６４】
　以下は、上の実施形態のいずれにも当てはまる。
【００６５】
　［ＬＴＥ　ＭＡＣに従うここでの実施形態の実装］
　ここで開示された実施形態をＤＲＸについてのＬＴＥ　ＭＡＣ仕様３６．３２１セクシ
ョン５．７において実装するためのあり得る手法が以下に示されており、下線は既存の仕
様に対するここでの実施形態に係る修正を示す。
【００６６】
　ＤＲＸが構成される場合、これ以降ＵＥ１２０と言及されるユーザ機器１２０は、各サ
ブフレームについて、以下を行うものとされる：
　　－ｋを集合Ｋ内の最も近い（most　recent）時点とし、サブフレームｎ－ｋにおいて
アクティブ時間外であれば、タイプ０トリガ型のＳＲＳはレポートされないものとする。
Ｋは、下記の通り、ＭＡＣ仕様（２０１１－０３）からの３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１３Ｖ
１０．１．０内のテーブル１０．１．３．１０１において定義されている。集合Ｋは、Ｐ
ＤＳＣＨ送信についてＰＤＣＣＨが生じたはずのサブフレームを定義し、ここでの生じた
とは、ＰＤＣＣＨがＵＬ又はＤＬの送信を示すことを意味する。
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　　－ＣＱＩマスク（cqi-Masn　k）が上位レイヤによりセットアップされと、
　　　－持続期間タイマが稼動中でなければ、ＰＵＣＣＨ上のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／Ｐ
ＴＩはレポートされないものとする。－それ以外の場合：
　　－ｋを集合Ｋ内の最も近い時点とし、サブフレームｎ－ｋにおいてアクティブ時間外
であれば、ＰＵＣＣＨ上のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩはレポートされないものとする
。
【００６７】
　ＵＥがＰＤＣＣＨをモニタリングしているか否かに関わらず、ＵＥ１２０は、ＨＡＲＱ
フィードバックを送受信し、及びタイプ１トリガ型のＳＲＳをそれが想定される時に送信
する。
【００６８】
【表１】

【００６９】
　注：ＵＥ１２０は、ｎをアクティブ時間の最終サブフレームとしｉを１から３までの整
数値として、サブフレームｎ－ｉ内での新たなアップリンク（ＵＬ）又はダウンリンク（
ＤＬ）送信が受信されることを示すＰＤＣＣＨに続く最大４つのサブフレームにわたって
、ＰＵＣＣＨ上のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩレポート及び／又はタイプ０トリガ型の
ＳＲＳ送信を行わないことを、オプションとして選択し得る。ＰＤＣＣＨ又はＭＡＣ制御
エレメントの受信に起因してアクティブ時間が停止された後、ＵＥ１２０は、最大で４つ
のサブフレームまで、ＰＵＣＣＨ上のＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩレポート及び/又は
ＳＲＳ送信を続行することをオプションとして選択し得る。ＰＵＣＣＨ上のＣＱＩ／ＰＭ
Ｉ／ＲＩ／ＰＴＩレポート及び／又はタイプ０トリガ型のＳＲＳ送信を行わないという選
択は、持続期間タイマが稼動中のサブフレームには適用不可、サブフレームｎ－ｉからｎ
までには適用不可、ＵＥ１２０がＵＬ－ＳＣＨ（Shared　Channel）上で送信を行い又は
ＰＵＣＣＨ上でＨＡＲＱフィードバクを送信しているサブフレームには適用不可である。
【００７０】
　実際のアップリンク送信時にアクティブ時間内かアクティブ時間外かというＤＲＸステ
ータスに従って動作する代わりに、ここで開示される実施形態の技術のある観点によれば
、アップリンク送信について、ユーザ機器は、より早い、送信時間に対する固定的な既知
のオフセットで予め定義される時間インスタンスのＤＲＸステータスに基づいて、フォー
マットを決定し、及びＳＲＳ、ＰＵＣＣＨ　ＣＳＩ及びＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎといったアッ
プリンク送信を行うか行わないかを決定し得る。この時間リファレンスのシフトは、アッ
プリンク送信を準備している時のユーザ機器について、将来の状態への依存を除去する。
このようにして、アップリンク送信をハンドリングする実践的に実現可能な手法が提供さ
れ、それは無線ネットワークにおけるスペクトラムを使用するより効率的な手法を示唆す
る。このようにして、ＤＲＸと共に構成されるユーザ機器におけるアップリンク送信のハ
ンドリングは改善される。
【００７１】
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　［ここでの実施形態の代替的な実装］
　ここで開示された技術は、多くの実施形態とバリエーション及び例示的な実装とを含む
。送信時間ｔに対する予め定義されるより早い時間インスタンスにおけるサブフレームは
、ｎ－ｋとして言及され得る。例えば、“ｎ－ｋ”における“ｋ”は、必要とする処理時
間の猶予をユーザ機器１２０に与えるために十分に大きい、任意の固定的な、予め定義さ
れるゼロよりも大きい値として定義されてよい。
【００７２】
　さらに、ＰＵＣＣＨ上のＣＳＩ又はＳＲＳを送信し又は送信しないことに関する条件は
、どのタイマが稼動中であり若しくは稼動中ではないか、又は他の条件を基準として記述
されてよく、但しそれは「ユーザ機器１２０がアクティブ時間内である」又は「ユーザ機
器はアクティブ時間外である」と要約されることができる。ＰＵＳＣＨ送信について許可
が受信された時点又はＨＡＲＱ　Ａ／ＮをもたらすＰＤＳＣＨ送信が受信された時点にｎ
－ｋが等しくなるように設定されるｋについて、条件は、ＰＵＳＣＨ送信について許可が
受信された際又はＨＡＲＱ　Ａ／ＮをもたらすＰＤＳＣＨ送信が受信された際にユーザ機
器１２０がアクティブ時間内であった、というように表記されてもよい。
【００７３】
　さらに、動的スケジューリングの場合、ユーザ機器１２０は、ＰＤＣＣＨをモニタリン
グして、無線アクセスネットワークノード１１０などのｅＮＢから専用情報（dedicated
　information）を受信しなければならない。よって、ユーザ機器１２０は、通常は、Ｐ
ＤＣＣＨを受信する際にはアクティブ時間内である。これは、ユーザ機器１２０が動的ス
ケジューリングでスケジューリングされる場合、半永続的（semi-persistently）にスケ
ジューリングされる場合とは対照的に、ダウンリンク割当て又はアップリンク許可が受信
された時間におけるアクティブ時間に関する条件は、ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎ送信又はＰＵＳＣ
Ｈ送信と同時に起こる際に周期的なＣＳＩ及び/又はＳＲＳがそれぞれ送信されるべきで
あると記述することと等価である、ということを意味する。半永続的なスケジューリング
については、条件は、「ユーザ機器が半永続的にスケジューリングされていなければダウ
ンリンク割当て又はアップリンク許可が受信されるはずであった時点で、ユーザ機器１２
０がアクティブ時間内であったか」というように記述されてもよい。ＳＰＳは、許可／割
当てを有しないが、やはりハンドリングされる必要のある同じＵＬ／ＤＬ送信を引き起こ
す。
【００７４】
　ここで開示されここに包含される技術の実施形態は、数多くの利点を有する。例として
の非限定的な利点は、以下を含む：
　　・ユーザ機器１２０にアップリンク送信を準備するための十分な時間を提供する。
　　・ユーザ機器についての既知の予め定義されるアップリンク送信がもたらされ、それ
により、ネットワークには当該アップリンク送信をどのように復号すべきかが分かる。従
来技術によれば、誤った前提でのアップリンク送信の復号を試行する無線アクセスネット
ワークノードは、当該送信の復号に失敗することにつながる可能性が最も高いであろう。
ＨＡＲＱ　Ａ／Ｎが受信されなければ、パケットの不必要な再送又は不十分な再送が引き
起こされる。ＰＵＳＣＨ送信が正確に復号されなければ、不必要な再送が引き起こされ、
恐らくは上位レイヤ（ＲＬＣ）の再送がもたらされる。これは、ここでの実施形態に従っ
て設計される無線アクセスネットワークでは起こらないようになる。
【００７５】
　例えば、ここでのブロック図は本技術の原理を具現化する例示的な回路又は他の機能ユ
ニットの概念的な図を表現し得ることが、当業者によって理解されるであろう。同様に、
どのフローチャート、状態遷移図、疑似コードなども、コンピュータ読取可能な媒体に実
質的に表現され、コンピュータ又はプロセッサによって実行され得る様々なプロセスを表
現することが、そうしたコンピュータ又はプロセッサが明示的に示されているか否かに関
わらず、理解されるであろう。
【００７６】
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　“コンピュータ”、“プロセッサ”又は“コントローラ”としてラベリングされ又は説
明されたものを非限定的ではあるものの含む、機能ブロックを含む様々なエレメントの機
能は、回路ハードウェア、及び／又はコンピュータ読取可能な媒体に記憶されるコード化
された命令の形式のソフトウェアを実行可能なハードウェア、の使用を通じて提供されて
もよい。よって、当該機能及び例示された機能ブロックは、ハードウェア実装及び／又は
コンピュータ実装され、よってマシン実装されるものとして理解されるであろう。
【００７７】
　ハードウェア実装の観点において、機能ブロックは、限定ではなく、ＤＳＰ（digital
　signal　processor）ハードウェア、削減された命令セットのプロセッサ、ハードウェ
ア（例えばデジタル又はアナログ）回路を包含し、ハードウェア回路は、限定ではないが
、ＡＳＩＣ（application　specific　integrated　circuit(s)）及び（適当であれば）
当該機能を実行可能なステートマシンを含む。
【００７８】
　コンピュータ実装の観点において、コンピュータは、概して、１つ以上のプロセッサ又
は１つ以上のコントローラを含むものと理解され、コンピュータ並びにプロセッサ及びコ
ントローラという用語は、ここでは互換可能に採用され得る。コンピュータ又はプロセッ
サ若しくはコントローラにより提供される際、機能群は、単一の専用コンピュータ、プロ
セッサ若しくはコントローラにより提供されてもよく、単一の共用コンピュータ、プロセ
ッサ若しくはコントローラにより提供されてもよく、又は、複数の個別のコンピュータ、
プロセッサ若しくはコントローラにより提供されてもよく、そのいくつかは共有され又は
分散型であってもよい。さらに、“プロセッサ”又は“コントローラ”という用語の使用
は、上で述べた例示的なハードウェアなどのそうした機能を実行可能な他のハードウェア
及び／又は実行ソフトウェアへの言及でもあると解釈されるべきである。
【００７９】
　上の説明は多くの特異例を含んでいるが、それらは本発明の範囲を限定するものと解釈
されるべきではなく、本発明の現在のところ好適な実施形態のいくつかの例示を提供して
いるに過ぎない。本発明の範囲は、当業者には明白となり得る他の実施形態を完全に包含
し、従って本発明の範囲は限定されない。単数形のエレメントへの言及は、そのように明
示的に記述されない限り、「１つ、ただ１つの」を意味することを意図せず、むしろ「１
つ以上の」を意味する。“comprise”又は“comprising”という語が使用される場合、そ
れは非限定的なものとして、即ち「少なくとも１つで構成される」を意味するものとして
解釈されるべきである。当業者にとって既知の上で説明した実施形態のエレメントの全て
の構造的な及び機能的な均等物は、参照によりここに取り入れられ、ここに包含されるこ
とを意図される。さらに、デバイス又は方法にとって、本発明により解決することを模索
されたあらゆる問題を解決することは必須ではなく、それはここに包含される。
【００８０】
　上の説明において、限定ではなく説明の目的で、固有のアーキテクチャ、インタフェー
ス、技法などといった特定の詳細が、ここでの実施形態の完全な理解を提供するために説
明されている。しかしながら、それら特定の詳細から離れて本発明は他の実施形態におい
て実践され得ることが当業者には理解されるであろう。即ち、当業者は、ここでは明示的
には説明されず示されていないものの、ここでの実施形態の原理を具現化する様々な構成
を工夫することができ、それらはその範囲内に含まれる。いくつかの例において、よく知
られたデバイス、回路、及び方法の詳細な説明は、不必要な詳細でここでの実施形態の説
明が曖昧とならないように、省略されている。ここでの実施形態の原理、側面及び実施例
を述べた全ての記載は、その特定の例と共に、構造的な及び機能的なその均等物を包含す
ることを意図される。加えて、当該均等物は、現時点で知られている均等物と共に、将来
開発される均等物、即ち、構造に関わらず同じ機能を演じる開発される任意のエレメント
、の双方を含むものと意図される。
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